
細胞診で悪性及び悪性疑いだった109人の年齢分布（二次検査時点の年齢）

甲状腺検査
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●これまで施行されていなかった子どもの甲状腺検査を行うことにより、ほ
ぼ一定の率で甲状腺がんが見つかっている。
細胞診の結果悪性ないし悪性疑いの割合（一次検査受診者に対し）
平成23年度検査結果 ０．０３％
平成24年度検査結果 ０．０４％
平成25年度検査結果 ０．０３％※暫定：二次検査が完了していない

●福島の先行検査で見つかっている甲状腺がんは放射線の影響とは考えにく
いと思われる根拠

・放射線による発がんリスクが高いといわれる、より年齢の低い方の発症が
少ないこと

・福島での被ばく量が、発がんリスクを増加させるほど高くないこと
・地域別に線量の差が知られているにもかかわらず、がん発生の地域差が
あまり見られないこと（暫定データによる）

放射線の影響をみるためには、長期間経過を見守る必要があります

皆様の健康管理のためにもぜひ継続してご受診ください
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